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　令和２年第２回稲敷市議会定例会が６月２日から９日までの８日間にわ
たり開かれました。
　開会日には、市長から２０議案（専決処分の承認案件１件、条例改正
案件３件、各会計補正予算案件２件、動産の買入れ案件１件、市道路線
の廃止案件１件、あっせんの申立て案件１件、人事案件８件、報告案件３
件）の上程があり、人事案件８件を採決しました。
　最終日には、各常任委員長から審査経過等の報告を受けた後、討論・
採決を行い、市長から追加議案のあった動産の買入れ案件１件を含め、
議案はすべて承認・可決されました。
　なお、本定例会では新型コロナウイルス感染症対策として、通常実施す
る一般質問を中止し、日程を短縮して開催しました。
　審査経過及び議決の結果については下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

６月２日（火） 開会
議案について市長の提案理由説明を受ける（２０件）。
各常任委員会へ議案９件を付託する。
人事案件８件について市長の提案理由説明の後、質疑、討
論を省略し採決を行う。
請願第１号を総務教育常任委員会に付託する。

６月３日（水） 常任委員会による付託議案審査【総務教育常任委員会】

６月４日（木） 常任委員会による付託議案審査【産業建設常任委員会】

６月５日（金） 常任委員会による付託議案審査【市民福祉常任委員会】

（８日は　議事整理のため休会）

６月９日（火） 各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受け、議案
９件及び請願１件に対する討論、採決を行う。
追加議案１件について市長の提案理由説明を受け、質疑、
討論、採決を行う。
閉会
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令和２年第２回
稲敷市議会定例会
動産の買入れ案件を可決
小中学校情報機器、学習用端末１，６５８台を買入れ（契約金額８，９３６万６，２００円）
議員研修費を減額し、新型コロナウイルス感染症対策予算へ
議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報 告 第 １ 号 令和元年度稲敷市一般会計予算の
繰越明許費繰越計算書について

行政情報ネットワーク事業をは
じめ、全 11 事業 9 億 6,124 万
3 千円の繰越を報告

－ 報告

報 告 第 ２ 号 令和元年度稲敷市水道事業会計
予算の繰越計算書について

配水管布設・施設更新事業 2 億
910 万 7 千円の繰越を報告 － 報告

報 告 第 ３ 号 令和元年度稲敷市下水道事業会
計予算の繰越計算書について

公共あずまポンプ更新事業及び
新利根処理区整備事業 497 万 9
千円の繰越を報告

－ 報告

議案第 51 号 稲敷市職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部改正について

新型コロナウイルス感染症により
生じた防疫等作業に対する特殊勤
務手当を新たに定めるもの

総務教育 原案可決
（19:0）

議案第 52 号 稲敷市手数料徴収条例の一部改
正について

マイナンバー通知カードの廃止
に伴い再発行に関する規定を削
除するもの

市民福祉 原案可決
（19:0）

議案第 53 号 稲敷市介護保険条例の一部改正
について

低所得者層の介護保険料の軽減
及び新型コロナウイルス感染症
に係る介護保険料の減免基準を
定めるもの

市民福祉 原案可決
（19:0）

議案第 54 号 令和 2年度稲敷市一般会計補正
予算（第 4号）

既定の予算額に 4,261 万円を追
加し，歳入歳出予算の総額を304
億 1,244万 8千円とするもの

各常任
委員会

原案可決
（19:0）

議案第 55 号 令和 2 年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第 1 号）

既定の予算額の財源振替をする
もので、低所得者の保険料軽減
のため、介護保険料 1,644 万円
を減額し、同額を繰入金として
増額計上するもの

市民福祉 原案可決
（19:0）

議案第 56 号 動産の買入れについて
小型動力消防ポンプ付積載車 3
台を買入れるため契約するもの
契約金額　2,602 万 2,630 円

総務教育 原案可決
（19:0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 57 号 市道路線の廃止について 市道（東）1153 号線を廃止する
もの 産業建設 原案可決

（19:0）

議案第 58 号 損害賠償に関するあっせんの申
立てについて

福島第一原子力発電所の事故に
起因して、稲敷市が実施した放
射線対策に要した費用のうち、
東京電力ホールディングス株式
会社が応じていない損害賠償に
ついて、原子力損害賠償紛争解
決センターにあっせんを申し立
てるもの

総務教育 原案可決
（19:0）

議案第 59 号
専決処分の承認を求めることに
ついて（稲敷市特別職の職員で
常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例）

新型コロナウイルス感染症対策
の財源に充てることを目的に、6
月期の期末手当を市長 20％、副
市長及び教育長がそれぞれ 10％
減額するもの

総務教育 原案承認
（19:0）

議案第 60 号 教育委員会委員の任命について 三　次　　糸　賀　妙　子（新任） ― 原案同意
（19:0）

議案第 61 号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 四　箇　　水　飼　良　一（新任） ― 原案同意

（19:0）

議案第 62 号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 脇　川　　坂　本　正　光（新任） ― 原案同意

（19:0）

議案第 63 号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 信太古渡　　親　見　清　志（再任） ― 原案同意

（19:0）

議案第 64 号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 中　山　　大　竹　克　己（再任） ― 原案同意

（19:0）

議案第 65 号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 土浦市　　石　上　康　夫（再任） ― 原案同意

（19:0）

議案第 66 号
稲敷市，稲敷郡町村及び一部事
務組合公平委員会委員の選任に
ついて

河内町　　平　沢　洋　三（再任） ― 原案同意
（19:0）

議案第 67 号 動産の買入れについて
稲敷市立小中学校情報機器購入
として学習用端末 1,658 台を買
入れるため契約を締結するもの
契約金額　8,936 万 6,200 円

― 原案可決
（19:0）

諮 問 第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 下君山　　小　林　如　夫（再任） ― 原案同意

（19:0）

受理番号
（受付日） 件　　　名 提　出　者

住所・氏名 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

請 願 第 1 号
（R2.5.19）

国に対し、「刑事訴訟法の再審規
定（再審法）の改正を求める意見
書」の提出を求める請願書

水戸市見川
日本国民救援会茨城県本部
会長　田村　武夫

総務教育 不採択
（5:14）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

○議員の会議等の出席状況は、市ホームページをご覧ください。

請願の審議結果
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賛否の分かれた
案件の議決結果

無所属 公明 共
産

結果
沼
　
﨑
　
孝
　
雄

寺
　
﨑
　
久
美
子

椎
　
野
　
　
　
隆

中
　
沢
　
　
　
仁

黒
　
田
　
茂
　
勝

根
　
本
　
　
　
浩

竹
　
神
　
裕
　
輔

山
　
本
　
彰
　
治

岡
　
沢
　
亮
　
一

篠
　
田
　
純
　
一

中
　
村
　
三
　
郎

伊
　
藤
　
　
　
均

高
　
野
　
貴
世
志

柳
　
町
　
政
　
広

山
　
下
　
恭
　
一

遠
　
藤
　
一
　
行

若
　
松
　
宏
　
幸

松
　
戸
　
千
　
秋

浅
　
野
　
信
　
行

山
　
口
　
清
　
吉

請願第 1 号 ○ × ○ × × × ○ ○ × × × ― × × × × × × × ○ 不採択

※ ○は賛成　　×は反対
※ 議長 （伊藤　均）は採決に加わりません。

討
論

　令和２年５月２０日（水）、市議会から市長宛に「予算活用に関する要望書」を提出いたし

ました。

　この要望書は、新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、今年度の各行政視察研修

を中止し、削減した予算を早急に新型コロナウイルス感染症に伴う各対策事業の財源として、

有効活用されることを要望したものです。

予算活用に関する要望書を提出

◆
請
願
第
１
号
　
国
に
対
し
、「
刑
事

訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書

■
賛
成
討
論

　
山
口
清
吉　

　

再
審
は
無
実
の
者
が
有
罪
と
さ
れ

た
冤
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
最
後
の

砦
で
あ
る
。

　

冤
罪
は
人
生
を
破
壊
し
、
人
格
を

否
定
す
る
と
同
時
に
、
法
制
度
自
体

の
正
当
性
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
誰
し
も
が
認
め

る
こ
と
で
あ
る
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

茨
城
県
の
冤
罪
事
件
と
し
て
知
ら

れ
る
布
川
事
件
で
は
、
再
審
請
求
運

動
を
展
開
し
、
仮
釈
放
後
の
第
２
次

再
審
請
求
で
事
件
か
ら
38
年
後
の
２

０
０
５
年
、
再
審
開
始
が
決
定
さ
れ

た
。
検
察
は
即
時
抗
告
、
特
別
抗
告

を
繰
り
返
し
、
再
審
無
罪
に
な
る
ま

で
に
、
さ
ら
に
６
年
を
要
し
た
。
再

審
の
中
で
無
罪
を
示
す
数
多
く
の
証

拠
が
隠
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
証
拠

の
改
ざ
ん
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　

再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
の

不
服
申
立
て
が
禁
止
さ
れ
、
再
審
に

お
い
て
検
察
手
持
ち
の
証
拠
が
全
面

開
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
事
件
発
生
か

ら
44
年
を
迎
え
た
再
審
無
罪
が
ど
れ

だ
け
早
く
確
定
さ
れ
た
か
想
像
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

議
案
第
56
号　

動
産
の
買
入
れ
に
つ

い
て
は
、
市
消
防
分
団
が
使
用
す
る
小

型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
の

更
新
で
、
契
約
金
額
２
，
６
０
２
万
２
，

６
３
０
円
で
㈱
土
浦
消
防
セ
ン
タ
ー
と

の
契
約
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
消
費
税
以
外
の
諸
経
費
や

入
札
を
辞
退
し
た
業
者
選
考
等
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
管
財
課
か
ら
は
諸
費

用
は
落
札
内
で
の
支
払
い
と
な
る
こ
と
、

業
者
の
指
名
選
定
は
特
殊
車
両
の
指
名

資
格
の
あ
る
市
内
事
業
者
か
ら
順
に
、

範
囲
を
拡
大
し
て
８
社
を
選
考
し
て
お

り
、
辞
退
理
由
の
記
載
が
な
い
た
め
辞

退
理
由
は
不
明
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

請
願
第
１
号　

国
に
対
し
「
刑
事
訴

訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書
の
審
査
で
は
、
現
行
法
で
十
分

に
対
応
が
望
め
、
様
々
な
立
場
か
ら
の

意
見
は
あ
る
が
、
国
の
判
断
に
委
ね
る

べ
き
で
あ
る
等
の
意
見
に
よ
り
、
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い

て
は
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

護
保
険
料
の
軽
減
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
介
護
保
険
料
の

減
免
基
準
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

議
案
第
54
号 

令
和
２
年
度
稲
敷
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
低
所
得
者
保
険

料
軽
減
分
と
し
て
、
介
護
保
険
特
別
会

計
に
１
，
６
４
４
万
円
を
繰
出
す
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
55
号 

令
和
２
年
度
稲
敷
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
は
、
既
定
の
予
算
額
の
財
源

振
替
で
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
の

た
め
介
護
保
険
料
１
，
６
４
４
万
円
を

減
額
す
る
と
と
も
に
、
同
額
を
繰
入
金

と
し
て
増
額
し
計
上
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
４
案
件
に
つ
い
て
、
採
決
の
結

果
、
す
べ
て
が
全
会
一
致
に
よ
り
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
若
松
　
宏
幸

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
５
件
と
請
願
１
件
に
関
す
る
主

な
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

　

議
案
第
54
号　

令
和
２
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

整
備
を
目
的
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

等
の
増
額
の
他
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
た
市
民
支
援
の
一
環
と
し
て
、
市
特

別
職
の
６
月
期
末
手
当
と
市
議
会
視
察

研
修
費
を
減
額
し
、
対
策
財
源
に
充
て

る
等
、
歳
入
歳
出
に
４
，
２
６
１
万
円

を
追
加
す
る
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
管
の

審
査
で
は
、コ
ロ
ナ
に
よ
り
休
校
と
な
っ

た
学
校
の
給
食
食
材
納
入
業
者
支
援
補

助
金
の
算
出
基
準
や
、
短
縮
さ
れ
る
夏

休
み
の
授
業
実
施
日
に
係
る
学
校
給
食

経
費
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
米
・

パ
ン
・
麺
等
の
事
業
者
へ
の
補
助
額
の

算
出
基
準
は
原
材
料
費
を
除
い
た
額
の

１
割
を
減
じ
た
額
、
牛
乳
納
入
事
業
者

は
同
様
に
概
ね
２
割
を
減
じ
た
額
で
あ

る
こ
と
、
授
業
実
施
日
は
給
食
を
提
供

し
、
そ
の
調
理
業
務
等
の
経
費
は
、
提

供
休
止
と
な
っ
た
４
月
・
５
月
分
の
経

費
で
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
長
　
根
本
　
浩

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
４
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経
過
と

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
52
号　

稲
敷
市
手
数
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
行
政

手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

等
が
、
令
和
２
年
５
月
７
日
に
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
本
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
、
改
正
の
主
な
内
容
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
当
該
カ
ー
ド
の
再
発
行
に
関

す
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
53
号　

稲
敷
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
法
施
行
令
が
令
和
２
年
３
月
30
日
に

公
布
、
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
が
、
令
和
２
年
４

月
７
日
付
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、

改
正
の
主
な
内
容
は
低
所
得
者
層
の
介
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

か
ら
は
、
売
り
上
げ
の
50
％
以
上
減
少

な
ど
貸
付
条
件
が
厳
し
く
、
実
質
、
該

当
し
な
い
状
況
な
の
で
は
な
い
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
担
当
課
か
ら
は
、
既
存

の
経
営
安
定
保
証
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
）
に
お
い
て
、
売
り
上
げ
の
５
％
か

ら
20
％
等
の
減
少
割
合
に
応
じ
て
、
無

利
子
・
無
担
保
に
よ
る
貸
付
制
度
が
あ

り
、
既
存
の
制
度
に
よ
り
融
資
を
受
け

ら
れ
な
い
事
業
者
を
想
定
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
57
号　

市
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て
は
、
市
道
（
東
）
１
１
５
３
号

線
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本

路
線
は
、
未
供
用
路
線
で
、
隣
接
土
地

所
有
者
の
み
が
利
用
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
土
地
を
一
体
的
に
利
用
し
た
い

と
の
要
望
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
廃
止
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
中
沢
　
仁

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
２
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経
過
と

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
54
号　

令
和
２
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て
は
、
農
政
課
所
管
で
、
畜
産
振
興

事
業
の
家
畜
伝
染
病
予
防
検
査
手
数
料

４
９
９
万
２
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、

本
市
に
お
い
て
は
、
３
月
に
豚
コ
レ
ラ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
全
頭
接
種
し
て

お
り
、
本
補
正
は
、
今
年
度
の
追
加
接

種
分
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
課
所
管
で
は
、
商
工
業
振

興
事
務
費
の
負
担
金
１
，
６
０
０
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
経
営
が

極
め
て
厳
し
い
中
小
企
業
・
個
人
事
業

主
の
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、
茨
城
県

に
お
い
て
新
た
に
貸
付
制
度
を
創
設
し

た
こ
と
に
よ
り
市
の
負
担
金
を
予
算
措

置
し
た
も
の
で
、
貸
付
条
件
等
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

　市議会では、新型コロナウイルスの感染拡大や災害時に備えるため、第２回定例会の各委員会
審査の終了後、タブレット端末を使った「オンライン会議」の実施に向けて研修会を開催しました。
　タブレット端末は平成２６年から全議員２０人に貸与されており、グループウエアの導入や会
議資料のペーパーレス化を図っています。
　研修会では、非常時の内部会議や打ち合わせを在宅で行うことが目的で、ビデオ会議アプリ
「Zoom（ズーム）」を使い、タブレット上に各議員の顔を表示させるなどの操作方法と音声の確
認を行いました。
　今後も、セキュリティーの問題も含め、どのような運用ができるのか実証実験を進める中で模
索していきたいと思います。

オンライン会議の実施に向けて研修会を開催

各委員会で行った操作確認
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審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

令和２年第１回稲敷市議会臨時会

令和２年度稲敷市一般会計
補正予算（第３号）を可決
新型コロナウイルス感染症拡大に対する緊急
経済対策に３億７，０７８万１，０００円

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 39 号
専決処分の承認を求めること
について（稲敷市税条例等の
一部を改正する条例）

所有者不明土地等に係る固定資産税
の課税上の課題に対応するための措
置や未婚のひとり親に対する税制上
の措置等の見直しを行うもの

－ 原案承認
（18:1）

議案第 40 号
専決処分の承認を求めること
について（稲敷市国民健康保
険税条例の一部を改正する条
例）

低未利用土地等を譲渡した場合の長
期譲渡所得に係る課税の特例を創設
するもの

－ 原案承認
（19:0）

議案第 41 号
専決処分の承認を求めること
について（令和元年度稲敷市
一般会計補正予算（第 10 号））

既定の予算額に 1,314 万 7 千円を
追加し、歳入歳出予算の総額を 220
億 5,117 万 1 千円とするもの

－ 原案承認
（19:0）

議案第 42 号
専決処分の承認を求めること
について（稲敷市国民健康保
険条例の一部を改正する条
例）

国民健康保険被保険者における被用
者が新型コロナウイルスに感染し、
休業した場合に傷病手当金を支給す
るもの

－ 原案承認
（19:0）

議案第 43 号
専決処分の承認を求めること
について（令和 2 年度稲敷市
一般会計補正予算（第 1 号））

既定の予算額に 969 万 4 千円を追
加し、歳入歳出予算の総額を 259
億 469 万 4 千円とするもの

（主に新型コロナウイルス対策クー
ポン券支給事業による）

－ 原案承認
（19:0）

　令和２年第１回稲敷市議会臨時会が５月２１日（会期１日間）に開かれました。
　市長より提出された議案は、専決処分の承認案件９件、各会計補正予算案件
３件の合計１２案件で、常任委員会への付託を省略し、本会議で審議の結果、
各議案とも承認・可決されました。
　議会の審査経過及び議決の結果については下記をご参照ください。
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 44 号
専決処分の承認を求めること
について（令和 2 年度稲敷市
国民健康保険特別会計補正予
算（第 1 号））

既定の予算額に 150 万円を追加し、
歳入歳出予算の総額を 51 億 1,321
万 8 千円とするもの（新型コロナウ
イルス感染症に係る傷病手当金を追
加）

－ 原案承認
（19:0）

議案第 45 号
専決処分の承認を求めること
について（稲敷市税条例の一
部を改正する条例）

新型コロナウイルス感染症の影響を
受けた者に対し、市税の徴収猶予の
特例や固定資産税等の軽減措置等を
設けるもの

－ 原案承認
（19:0）

議案第 46 号
専決処分の承認を求めること
について（稲敷市後期高齢者
医療に関する条例の一部を改
正する条例）

市において行う事務に新型コロナウ
イルス感染症に感染した者に対する
傷病手当金に係る申請書の提出受付
事務を追加するもの

― 原案承認
（19:0）

議案第 47 号
専決処分の承認を求めること
について（令和 2 年度稲敷市
一般会計補正予算（第 2 号））

既定の予算額に 40 億 9,436 万 3 千
円を追加し、歳入歳出予算の総額を
299 億 9,905 万 7 千円とするもの

（主に特別定額給付金の給付事業に
よる）

― 原案承認
（19:0）

議案第 48 号 令和 2 年度稲敷市一般会計補
正予算（第 3 号）

既定の予算額に 3 億 7,078 万 1 千
円を追加し、歳入歳出予算の総額を
303 億 6,983 万 8 千円とするもの

（新型コロナウイルス感染症拡大に
対する緊急経済対策事業による）

― 原案可決
（19:0）

議案第 49 号 令和 2 年度稲敷市水道事業会
計補正予算（第 1 号）

既定の予定額に 66 万円を追加し、
収益的収入の予定額を 10 億 1,832
万 6 千円とし、収益的支出の予定額
を 9 億 9,494 万円とするもの

― 原案可決
（19:0）

議案第 50 号 令和 2 年度稲敷市下水道事業
会計補正予算（第 1 号）

既定の予定額に増減はなく、新型コ
ロナウイルス感染症に対する緊急
経済対策事業として下水道使用料の
基本料金減免に伴い、営業収益を
1,350 万円減額し、一般会計補助金
を 1,350 万円追加するもの

― 原案可決
（19:0）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

賛否の分かれた
案件の議決結果

無所属 公明 共
産

結果
沼
　
﨑
　
孝
　
雄

寺
　
﨑
　
久
美
子

椎
　
野
　
　
　
隆

中
　
沢
　
　
　
仁

黒
　
田
　
茂
　
勝

根
　
本
　
　
　
浩

竹
　
神
　
裕
　
輔

山
　
本
　
彰
　
治

岡
　
沢
　
亮
　
一

篠
　
田
　
純
　
一

中
　
村
　
三
　
郎

伊
　
藤
　
　
　
均

高
　
野
　
貴
世
志

柳
　
町
　
政
　
広

山
　
下
　
恭
　
一

遠
　
藤
　
一
　
行

若
　
松
　
宏
　
幸

松
　
戸
　
千
　
秋

浅
　
野
　
信
　
行

山
　
口
　
清
　
吉

議案第 39 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

※ ○は賛成　　×は反対
※ 議長 （伊藤　均）は採決に加わりません。
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　市政などについての意見や要望があ
るときは、誰でも請願や陳情を文書に
して、市議会に提出することができます。
○請願：
　１名以上の市議会議員の紹介が必要
です。
　常任委員会などで審査した上で、本
会議で「採択」か「不採択」かを決定し、
その結果を請願者へ通知します。
○陳情：
　紹介議員の必要はありません。（紹
介議員がない場合は陳情として取り扱
います。）
　本会議でその写しを全議員に配布し
て、その内容の周知を図りますが、委
員会審査や「採択」か「不採択」かの
決定は行いません。

（表　　紙）

年　　月　　日

○○○○○○に関する請願（陳情）

　　　　　　（請願書の場合）
　　　　　　紹介議員
　　　　　　氏名　　　　　　　　㊞

（本　　文）
○○○○○○に関する請願（陳情）

請願（陳情）の趣旨
  
 

請願（陳情）の理由
 
 

　以上のとおり請願（陳情）いたします。

稲敷市議会議長　○○　○○　様

　（請願・陳情者）
　　〒住所（法人・組合等の団体の場合は所在地）
　　　　　　 
　　団体名　 
　　氏　名（団体の代表者）  ㊞  
　　電話番号 

願 に陳 い請 て情・ つ

請願・陳情とは

　市議会議員は、公職選挙法により「政治団体や親族に対するもの」及び「政治教育集会などに
関する必要やむを得ない実費の補償（食事は提供できません）」を除く寄附行為が禁止されています。

　また、政治家の後援団体の寄附も同様に禁止されています。（同法第199条の5）
なお、政治家本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で行う場合は罰則が適用されない
場合があります。

例
１　年賀状、暑中見舞い等の時候の挨拶状（答礼のための自筆を除く）
２　祭、地域の行事やスポーツ大会への飲食物の差し入れ
３　地区の集会や催し物への寸志や飲食物の差し入れ
４　各団体からの案内に対する寄附行為
　　※参加者全員が会費を負担している場合に同額を負担する場合の会費を除く
５　落成式、開店祝、葬儀の花輪、供花
６　病気見舞い
７　お中元やお歳暮
８　入学祝や卒業祝
　等の寄附行為等が禁止の対象となっています。（公職選挙法第199条の2など）

議員の寄附行為禁止について

参考様式
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・請願（陳情）は任意の書式で結構ですが、記載例を参考に、日本語・Ａ４サイズ縦長・横書きで
作成してください。
・点字での提出の場合は、訳文を添付してください。
・宛先は、稲敷市議会議長となります。
・請願（陳情）者の住所、氏名、押印（法人の場合は所在地、名称及び代表者の記名押印）が必要
です。
・請願（陳情）者が複数のときは、代表者を決めて本文に明記し、署名簿は本文の後ろに添付して
下さい。署名者全員の住所、氏名の明記と押印が必要となります。
・請願の場合は紹介議員の署名・押印を受けてください。
・提出年月日を記載してください。
・「請願（陳情）の趣旨」及び請願（陳情）事項を簡潔明瞭に記載してください。
・「請願（陳情）の理由」を具体的に記載してください。

・請願（陳情）の提出の時期は、業務の休業日（土日祝日及び年末年始）を除き、いつでも稲敷市
役所4階・議会事務局で受付しています。
・各定例会初日の10日前（土日祝日含む）までに提出・受理されたものは、当該定例会での対応
（所管の委員会に付託または全議員に配布）とし、それ以降の提出・受理となるものは、次回定
例会での対応となります。
・郵送で提出された場合は、不備なく届いた日付を提出・受理日といたしますのでご注意くださ
い。また、連絡先の電話番号もお知らせください。
・ＦＡＸ及びＥメールで送付された場合は受け付けられません。

・提出された請願（陳情）は公文書として、情報公開の対象となります。
・請願（陳情）に記載された個人情報（住所・氏名）は、本会議での議事や委員会での審査に用い
るほか、請願の内容等の問合せに使用することがあります。
・請願（陳情）の提出者の個人情報が記載された文書は、本会議や委員会で議員のほか、市長その
他執行機関の関係職員に配布されます。
・請願の市議会ホームページ、議会だよりへの掲載については、提出者の住所は市区町村名までの
記載とし、氏名・団体名はそのまま掲載します。

　次のいずれかに該当する内容が含まれる請願（陳情）は、ご遠慮ください。
・違法又は明らかに公序良俗に反する行為を求めるもの
・裁判判決の変更を求めるものや、係属中の裁判事件、捜査中の犯罪事件に関するもの
・特定の個人、団体等を誹謗・中傷し、その者の名誉棄損又は信用失墜のおそれのあるもの
・特定の個人の私生活についての秘密が明らかとなるおそれがあるもの
・市の職員に対する懲戒その他の処分又は訓戒その他の人事的措置を求めるもの
・市の事務に関係しない事項についての行為を求めるもの
・採択、不採択等の議決等のあった請願又は陳情と同一の趣旨のもので、その後の状況に特段の変
化がないと認めるもの
・趣旨、理由などが明確に記載されていないもの
・前各号のほか、請願（陳情）になじまないと議長が認めたもの

提出書式

提出の時期・方法

個人情報の取扱い

提出の留意事項
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12稲敷市議会だより　第61号

月

次回定例会開会予定は

9 1 日火となります。

●午前 10時より
●開催場所：稲敷市庁舎４階　議会議場

稲敷市犬塚1570番地１

　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に
受付けています。
① 受付時間は午前８時 30 分から
② 傍聴の予約はできません
③ 傍聴席は新型コロナウイルス感染症対策期間中

は 26 席（他、報道関係８席）
　 車椅子スペース３席程度
④ 庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います
次回の詳しい日程については、議会事務局までお問
い合わせ下さい。

議会を傍聴してみませんか

電話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３
電話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３
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）

新型コロナウイルス感染症の
流行下における本市議会の対応について

ご理解とご協力をお願い申し上げます

～　傍聴をご希望の皆様へ ～
新型コロナウイルス感染症流行期間が収束するまでの間、市議会
の会議（本会議、委員会、全員協議会等）の際には、議員・職員
はマスクを着用し、発言の際もマスク着用のままとします。

マスクを着用いただき、傍聴席入口に設置のアルコール消毒液で
手指を消毒のうえ、他の傍聴者との間隔をあけた着席にご協力く
ださい。
　また、体調が優れない方（風邪や新型コロナウイルス感染症の
疑いのある症状等あり）の傍聴はご遠慮願います。

１

２


